
第3次 いのち

ちっごの生命をつなぐ
食育推進計画

　食育は知育・徳育・体育の基礎となり、健全な心身や社会性を形成し、生命への尊厳を高めるも

のです。特に、子どもたちに対する食育は、生涯にわたって健全な心と身体、豊かな人間性を育ん

でいくものです。食に関する様々な体験をする中で、自分で考え、選択する力を養い、食と農と健

康への理解につなげます。 

　また、地域の特性をいかしながら、全市民的な運動として「食育」の推進に取り組み、健康で安

心して暮らせるあたたかいまち筑後市をめざします。

筑後市　市民生活部　健康づくり課 

平成 30 年 3月 

平成 30年度～平成 34年度 

概　要　版



（平成 29年度筑後市食育アンケートより） 

食に関する講座や料理教室への参加など
食に関する学習をしたことがない人 

59.3%
20 歳代 84.2%

家族そろっての食事を
いつも心がけている人

59.0%
増加傾向（平成 25 年度：45.6%）

20 歳代 56.1％ 
30 歳代 50.0％ 

地元の農産物を利用している人

84.4%
減少傾向（平成 25 年度：88.6%） 

「食育」に関心がある人 

減少傾向 
（平成 25 年度：86.1%）

79.2％

食事のあいさつをしていない人

19.4％

　市では、平成１９年３月、筑後市の特性をいかした「食育」を推進するため「ちっごの生命

をつなぐ食育条例」を制定しました。この条例に基づき、「第１次ちっごの生命をつなぐ食育推

進計画」および「第２次ちっごの生命をつなぐ食育推進計画」を策定し、食育に関する事業を

計画的に推進してきました。 

　第２次計画の終期を迎え、平成２５年度から平成２９年度までの５年間の取り組みについて、

ちっごの生命をつなぐ食育運動推進会議において総括し、「第３次ちっごの生命をつなぐ食育推

進計画」を策定しました。 

Ⅰ これまでの経過 

Ⅱ 食をめぐる筑後市民の状況 

20 歳代 45.7％ 

野菜のおかずを 
「ほとんど食べない」人 
または「１日１食」の人

「主食」「主菜」「副菜」
がそろった食事を 
「ほとんど食べない」人
または「１日１食」の人



　男女ともにメタボリックシンドロームの該当者が増加しています。特に男性は女性に比べて

該当者の割合が高く、平成 28 年度は大きく増加しています（図１）。原因として、野菜の摂取

不足、夜遅い食事、糖質・脂質の摂りすぎ、運動不足などが考えられます。 

Ⅲ 健康の状況と課題 

【図１】メタボリックシンドローム該当者の割合 

　４０～６４歳で介護が必要になった人  

（全４７人）の原因を見ると、約半数が脳卒

中となっています（図２）。 

　若い頃からの野菜の摂取不足や糖質・脂  

質の過剰摂取、不規則な食事などが影響し  

ています。 

【図2】平成28年度40～64歳の要介護の原因

【図３】糖尿病による透析患者数（人） 　糖尿病による透析患者数が年々増加してお

り、糖尿病をはじめとする生活習慣病の増加

が課題となっています（図３）。 

（筑後市介護認定状況調査より） 

（筑後市更生医療状況調査より）
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メタボリックシンドロームの該当者が増加
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糖尿病による透析患者数が増加

（KDB：国保データベースシステムより） 



　第２次計画では取り組みの柱２本と大切なこと９項目を設定し、食育を推進してきました。

しかし、数値目標については５項目で計画策定時の値を上回ったものの、９つの項目全てにお

いて目標を達成できないという結果になりました。

　食育を推進していくためには、食育の大切さを周知しながら、継続した取り組みが必要です。 

Ⅳ 第２次計画の総括

（2）家庭、地域、学校、幼稚園、保育所等における食育の推進

（1）健康の保持・増進を図るための食育の推進

目標達成状況

大切なこと 項　　目 H24年度
計画策定時

H29年度
目標値

H29年度
実績値

H24年度
比較

大切なこと 項　　目 H24年度
計画策定時

H29年度
目標値

H29年度
実績値

H24年度
比較



　第３次計画では、取り組みの柱２本と大切なこと４項目を設定しました。それぞれの柱と大

切なことを推進していくために、下記のとおり目標を設定しています。また、目標を達成する

ため、市民、各関係機関・団体、行政において取り組みの項目を設定しています。

　各家庭や地域においては、下記の内容を参考に食育に取り組みましょう。 

 ・野菜の基準量、野菜の旬などを意識しながら、日頃から野菜を食べるように心がける。 

 ・子どもが野菜を好んで食べるよう、調理方法や盛り付け方を工夫する。

 ・毎回の食事に野菜を取り入れ、バランスのよい食事を家族でゆっくり食べる。

 ・友人や地域の人との交流の際に、野菜を取り入れたバランスのよい献立を紹介し合う。 

Ⅴ 第３次計画の柱と市民の取り組み内容

1  健康の保持・増進を図るための食育の推進 

大切なこと　1-1  野菜を食べて〝バランスのよい食〞

指標と目標値

市民の取り組み

指    標

野菜を食べる人の割合 

バランスのよい食事をしている人の割合 

平成29年度（現状）

７１．５％

６５．２％

平成34年度（目標）

７７％

７０％

 ・ 夜遅い食事を控え、睡眠をしっかりとり、朝起きた時に空腹を感じられるような習慣をつける。

 ・ 家族で協力して早寝・早起きを心がけ、朝ごはんをしっかり食べる。

 ・ 朝ごはんを食べることがなぜ大切なのか、子ども達へ伝えていく。

大切なこと　1-2  朝ごはんを食べて〝活力高める食〞

指標と目標値

市民の取り組み

指    標

毎日朝・昼・夕の３食をとっている人の割合

朝ごはんをとっている子どもの割合 

平成29年度（現状）

７８．１％

９３．９％

平成34年度（目標）

８３％

１００％



・広報、回覧板、情報誌、インターネットなど、様々な媒体から食に関する体験や学習につい

　て情報を収集し、積極的に参加する。

・家庭菜園で野菜を作り、季節の野菜や果物を食べることの大切さを子どもたちに伝えていく。

2  こころ豊かな暮らしのための食育の推進 

大切なこと　2-1  学習や体験を通して〝学んで感じる食〞

指標と目標値

市民の取り組み

指    標

食育に関心がある人の割合 

食と農に関しての学習や体験をしたことが
ある人の割合

平成29年度（現状）

７９．２％

６９．６％

平成34年度（目標）

８６％

７５％

大切なこと　2-2  マナーを守って〝笑顔あふれる食〞

指標と目標値

指    標

家族そろっての食事を心がけている人の割合

子どもにマナーを教えている人の割合 

平成29年度（現状）

８１．６％

９３．６％

平成34年度（目標）

８５％

９８％

食事の際に「いただきます」「ごちそうさま」
のあいさつをしている人の割合 ５７．６％ ６３％

・家族がそろって食事を囲むように心がけ、食卓での会話を大切にする。

・家族や友人、地域の方との食事も含め、「いただきます」や「ごちそうさま」のあいさつを行う。

　地域の関係機関・団体および行政では、体験や学習の機会の提供や、食に関する情報の発信

など、主に環境面で市民の取り組みを支援していきます。

市民の取り組み



① A と B では、どちらが血糖値が高くなるでしょう？

① Aおにぎりだけを食べた場合

答え

クイズ

② 「血糖値が高い」と言われたけれど、自覚症状がないから大丈夫？

【図４】 動脈硬化の進行  

　食事の前半で野菜を食べると血糖値がゆっくり上昇し、急な上昇をおさえる効果があります。 

子どもの頃から毎回の食事に野菜を取り入れる習慣をつけましょう。（出典：新セミナー生活習慣病）

② 自覚症状がなくても食生活の改善が重要です！
　血糖値が高い状態が続くと、全身の血管、特に脳、心臓、腎臓の血管を傷めていきます。血

管が傷んだ状態を「動脈硬化」と言います。 

　動脈硬化は自覚症状がないまま進行するため、高血糖や高血圧、脂質異常症を放置している

と突然血管がつまり、脳卒中や心筋梗塞、腎不全を起こすことがあります（図４）。 

　高血糖や高血圧、脂質異常症の指摘を受けた場合は、自覚症状がなくても、食生活を改善す

ることがたいへん重要です。また、定期的に健診を受診して血糖や血圧、脂質の値を確認する

ことが大切です。 

Aおにぎりだけを食べた場合 B野菜サラダ＋おにぎりを食べた場合

血管の狭窄
が始まる

血管の狭窄
２５％

血管の狭窄
５０％

血管の狭窄
７５～９０％

不適切な食生活
運動不足 など 肥満 高血糖・高血圧症

脂質異常症など 
心筋梗塞・脳卒中
腎不全（透析）など

自覚症状は
ありません !気づかないうちに進行していく！ 



　食育推進計画を推進するため、「ちっごの生命をつなぐ食育運動推進会議」を中心に、 市民、

関係機関・団体、行政が連携して食育運動を展開します。

○医師会 ○歯科医師会
○商工会議所
○食生活改善推進会
○NPO法人 栄養ケアちっご
○子育てネットワーク
　どーなっつ　など

関係機関・団体

Ⅵ 第３次計画の推進体制 

○小学校　○中学校
○ＰＴＡ連合会

学 校
○保育所　○幼稚園
○保育協会

保育所・幼稚園

○農業従事者
○ＪＡ
○地産地消推進協議会

生産者

○市役所　〇県

行 政

市民・家庭

○行政区長会
○農政区長会
○民生委員・児童委員協議会
○校区コミュニティ協議会

地 域

３本指で持ち
上のはしだけを
動かします

親指で
支えます

２本指で支えます ４本指にのせます


